「どこだろう 」 

と、 自信の ない 独 言 をした。 然し、 確に 昨夜、 食事に 

小幡を ， J の 部屋 へ 案内す る 前、 雑誌 や 新聞 を この 隅に 

重ねた 時、 間に、 フランス 鞣に 真珠貝の ボタンの つい 

た 四角い 小銭入れが 在った 覚えが ある。 考え出そうと 

頭 を 傾げ 乍ら 戸棚の 奥まで 徒に 探した 愛 は、 急に 何 か 

思い当て 嬉しそうに 柔 かい 毛足 袋の 音を立てて 二階に 

行った。 禎 一は、 机に 向って 居る。 愛 は、 

「私、 一 寸 出かけて 来て よ」 

と 云った。 

「行つ とい で —— さ つ きの 借金 忘れない ように」 



「ここにあった のよ、 確な の 其 は」 

r —— 台処の 木戸 あけた かい？ 今朝」 

「いいえ」 

「 —— 昨夜、 この 部屋に 居た の は —— 小幡 とふき だけ 

だね」 

「ええ」 

何 か 推考す る禎ー の 瞳と 愛の 眼が ぴったり 合った。 

愛 は、 ありあり 意味 を 感じ 小さい 不安そう な 声で 訊い 

た。 

「 — そうお？ 貴方 もそう お思いん なる？」 

禎ー は、 素早い 愛の 感づき を 苦笑し 乍ら 顎 を 撫でた。 



その 間にち よいちよ い 鋭い 批評眼ら しい ものが 閃く。 

あれで もう 少し 重みと 見識が 加ったら、 相当に 話せる 

女になる だろうと 思わせる 女であった。 その 人と、 僅 

かし か 入って 居ない 金入れの ちょろ まかしと は、 愛に 

とって 実に 意外な 連想であった。 意外で ぁリ 乍ら、 而 

も、 途方もない 事 だと、 其 人の 為、 又 自分 達の 為に 恥 

辱 を 感じる こ ともなく、 二人の 第一 連想が 期せず して 

其 点に 一 致した の は 何故だろう。 

「 II 生憎、 私が 此辺を 昨夜 は片 づけたん でね、 一 素 

何処に あ つ たかまる つ きり 知らなければ 却つ てよ か つ 

たんだ けれど」 



「じゃあ 折角の 京都 も 見物 どころ じゃあな か つたわ 

ね」 

「 —— ところがね、 私 はそんな 中で も 遊ぶ こと は 随分 

遊び ましたよ、 嵐 山へ も 行った し、 奈 良へ も 行った し 

…：- J 

照 子 は、 彼等 を 等分に 眺め 乍ら、 我から 興に 乗った 

眼差しで 語りつ づけた。 

「小 幡には 遊べない の。 土曜日ん なるとね 私が 云う の 

よ、 貴方 も 疲れて るだろう から、 今日は 休んで 寝て な 

おやじ 

さいって ね。 そして、 私が 社へ 出かけて 行って、 主人 

に 金 下さいって 云う の。 小幡が 病気で 医者に かかる の 
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